
令和 5 年度 一般社団法人 京都府臨床検査技師会 第 12 回定例理事会議事録 

 

日時：令和 6 年 3 月 7 日(木)18:30～19:40  場所：京都保健衛生専門学校＆Zoom 

議長：江口 光徳  書記：加藤 竜美 

出席理事：江口 光徳・今川 昇・園田 真之・増田 信弥・中村 和彦・荒井 久治・ 

齊藤 祐巳子・山田 雅・和田 香織・滝本 寿史・原 健介・藤原 麻有・増田 健太・ 

加藤 竜美・木下 博之・馬場 昭好・山本 裕之・横山 健輔 

Web 出席理事：小川 秀一郎 

出席監事：荻野 和大・林 孝俊 

Web 出席監事： 

欠席理事：相田 幸雄・小畑 義規 

欠席監事： 

出席状況：出席理事 19 名（理事総数 21 名）、出席監事 2 名（監事総数 2 名） 

会長招集者：白波瀬 浩幸 

 

【議事録確認】 

令和 5 年度(一社)京臨技第 11 回理事会議事録確認…承認 

 

【報告・連絡事項】 

1. 京臨技役員行動報告 

令和 6 年 2 月 17 日(土）第 2 回臨床検査精度管理特別委員会（江口、原） 

令和 6 年 2 月 17 日(土）施設責任者会議 京都府医師会館 

（増田信、加藤、馬場、江口、今川） 

令和 6 年 2 月 17 日(土）京都府精度管理調査合同報告会 京都府医師会館 

（原、荒井、増田健、藤原、山本、江口） 

令和 6 年 2 月 20 日(火）令和 5 年度公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰（団体）表彰式 

イイノホール（江口、今川）（3/9 祝賀会で披露） 

2. 日臨技報告＆日臨技近畿支部報告 

令和 6 年 2 月 10 日(土）第 12 回日臨技執行理事会 日臨技会館（白波瀬） 

令和 6 年 2 月 10 日(土）令和 5 年度第 3 回予算委員会 日臨技会館（白波瀬） 

令和 6 年 2 月 12 日(月）JAMT『血液細胞症例集第 2 版』編集会議（Web 白波瀬） 

令和 6 年 2 月 20 日(火）日臨技災害対策本部会議（Web 白波瀬） 

令和 6 年 2 月 27 日(火）73JAMT 展示説明会（Web 白波瀬） 

令和 6 年 2 月 27 日(火）認定輸血検査技師共同事業会会議（Web 白波瀬） 

令和 6 年 3 月 1 日(金）e ラーニング推進定例会議（Web 白波瀬） 

令和 6 年 3 月 1 日(金）令和 5 年度出版委員会（Web 白波瀬） 

令和 6 年 3 月 2 日(土）第 2 回近畿支部幹事会 大臨技事務所（白波瀬・今川・齊藤） 

近畿支部の学術部長に今川副会長就任。その他議事録参照。 

3. 総務部 

01 行政、各団体より以下の文書を受理した 



1） 令和 6 年度全国臨床（衛生）検査技師会会長会議（第 1 回）開催について (一社)日本

臨床衛生検査技師会 

2） 公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰の受賞祝電受領 （京都府知事及び京都府健康福

祉部長より） 

02 以下の文書を送付した 

講師依頼：タスクシフト（5 名）派遣依頼（5 名） 

実務依頼：タスクシフト（3 名）派遣依頼（4 名） 

講師依頼：微生物研究班講演会（1 名）派遣依頼（1 名） 

4. 事業部 

01 第 19 回施設連絡責任者会議について（増田信） 

参加者 33 名（内 Web9 名）講演は非常に面白い内容で盛況であった。 

02 京都府臨床検査精度管理調査について（原） 

京臨技会長デジタル印を医師会へ 2/19 提出。参加証明書に医師会会長印と共に記載。 

医師会への請求合計 781,434 円。詳細は別添。 

03 京都府臨床検査精度管理調査合同報告会について（原） 

参加者 138 名（京臨技会員 109 名、非会員 29 名） 

5. 学術部 

01 第 4 回京都医学検査学会報告（山田） 

令和 6 年 2 月 23 日（金・祝）11：00～17：10 

アークレイ京都研究所+Web 参加人数：151 名（現地参加：85 名）前回の 1.5 倍に増。 

収支報告：収入 323,698 円、支出 323,330 で 368 円のプラスであった。詳細は別添。 

優秀演題賞 3 名：表彰状は中村理事にて作成。優秀者へ図書カードを進呈する。 

今回は 4 名選出予定。 

会場変更の場合には会場経費の捻出のため参加費の見直しが必要。 

02 令和 5 年度事業報告 全事業数 51 事業（日臨技推進事業研修会 20 事業）（山田） 

 

 



【委嘱・承認事項】 

1. 承認事項 

01 会員動向（荒井）…承認 

2 月末入金済み会員数：1,326 名（前月比-9） 

新(再)入会員：0 名、転入会員：1 名、転出会員：2 名、退会者：8 名 

2. 後援・共催依頼 

01 後援依頼 

事業名称：第 40 回京都民医連中央病院 細胞診教育セミナー…承認 

開催期日：令和 6 年 4 月～12 月 

開催場所：公益社団法人京都保健会京都民医連中央病院 

主催団体：公益社団法人京都保健会京都民医連中央病院 

（今年度は 11 名が受講し、一次試験は 9 名受験 3 名合格。二次試験は一次試験免除者等

2 名と併せて 5 名が受験し 2 名が細胞検査士資格認定試験に合格しました。） 

02 共催依頼 

なし 

 

【検討議案】 

1. 来年度の学術会計について（山田）…継続審議 

事務局事情もあり今年度初めから研究班に協力をお願いしている。研究班活動に伴う多様な

報告や帳票類の提出期限やメール送受信が多数あり、その結果、手続きが煩雑となり確認作

業が未確実となった。来年度も継続して実施していくなら学術部の会計担当を明確にしてい

きたい。 

 

【その他の情報・意見交換】 

1. 役員立候補者選出に関しての告示をＨＰ掲載（荒井） 

理事は持参した立候補届を提出のこと。現時点で応募者は 2 名。 

2. 青年部会の参考資料（木下）別紙 1～5 

前回、継続討議となった青年部会（仮称）につき、和臨技での青年部会の企画内容を紹介。

今後の参考とし検討する。ネーミングも要検討。 

3. 優秀演題賞の副賞について（木下） 

図書カードはどうか。山田部長にて検討する。 

4. 令和 6 年 5 月 30 日定時総会に向けての進捗確認（江口） 

・事業報告で京都府医療推進協議会主催イベントについて（和田） 

今年度実施したのかの確認→未開催。報告書にその旨記載する。 

・電磁的投票の承認方法について（今川） 

案を作成し役員メンバーへ提示する。 

・1 号、2 号報告の提出状況が良くないので急ぎ提出を（齋藤） 

・報告文書については注意事項を読んで基本的な文章の作成方法は不備の無いように（江口） 

・会計の進捗（増田信） 

学術から確認していく。終わったところから手持ち現金と口座を示してもらう。 



3/17 タスクシフト終了後に事業部についての作業を行う。 

3 月末までに完了するように進める。 

・口座金額の状況説明：200 万円前後のプラス計上になりそう（荒井） 

5. 来年度の学術会議と理事・研究班との懇親会の同時開催について（山田） 

同時開催を実施し時期は 5 月初旬、4 月の中頃までに研究班に案内したい。 

6. 日臨技からのお知らせ：診療報酬改定の説明会について（江口） 

  3 月末ぐらいから公開されるので参加登録してほしい。 

7. 会長印「京都府臨床検査技師会会長之印」について（江口） 

会長印として角印を作成しこれをデジタル印とした。祝賀会等でお世話になっている業者が

無償にて作製。今後、デジタル印の取り扱いの手順を決めるようにする。（申請方法、管理方

法など） 

8. 京臨技キャラ募集確認（江口） 

応募総有数 13。理事で投票して候補を絞り、4 月の理事会で決定する。 

 

 

以上の議事を明確にするため、本議事録を作成し、出席した会長及び監事がこれに記名押印する。 

 

会 長                 ㊞ 

 

監 事                 ㊞ 

 

監 事                 ㊞ 

 

令和 6 年度第 1 回定例理事会予定 

日時：令和 6 年 4 月 11 日(木)18：30～ 

会場：京都保健衛生専門学校＆Zoom 

 

 


